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目的・ねらい

・遠野市内の若者や遠野市外の人たちに遠野の魅力を伝える。

・遠野市の観光客を増やす。

・インスタグラムを通して、魅力発信に取り組む。

・高校生目線で遠野市の改善点を見つけ、より良い遠野市を

目指す。



課題発見

遠野市外の人たちだけでなく、遠野市内の人たちにも遠野の魅力が伝わっていない。

また、特に若者世代に伝わっていないことがわかった。

そこで、『遠野の魅力を伝えて、遠野を訪れる人を増やそう』というテーマを立てた。こ

のテーマを達成させるために行ったのが…

「インスタグラム」



計画・方針

1. 発信方法を決める。

2. インスタグラムのユーザーネーム、ニックネームの案を出し決める。

3. インスタグラムの運用方針を決める。

4. 県に申請する。

5. 取材、撮影する内容の候補を決める。

6. 取材、撮影し投稿する。



・顔写真は本人の許可をとる。

・個人情報はのせない。

・差別発言をしない。

・誹謗中傷に気を付ける。

・お店などのロゴマークに気を付

ける。

・権力の侵害をすることはのせな

い。

•センシティブな内容はのせない。

•言葉遣いに気を付ける。

•投稿するときは先生はもちろん、みん

なで確認をする。

•周囲の人が写っているときは、モザ

イクを付ける。

•不確かな情報は載せない。

•コメントへの返信はしない。

＜インスタ投稿時のルール＞



活動①
・ユーザーネーム「in.＿.Tono」、ニックネーム「遠野探検隊」を設定

・インスタ投稿時のルールを考える

・県に申請する

県に申請したが県からの許可が下りず・・・
そこで方針を変え、遠野市を散策することにした。

そして、高校生目線で遠野市の魅力や改善点を見つけ、
改善方法を話し合うことにした。



活動②

＜遠野市を散策＞
・卯子酉神社
・河川敷
・遠野駅前周辺

・遠野市の魅力や改善点に
ついて話し合う



撮影中







散策してみて

ここがいいね！
・駅前通りの歩道に遠野物語の
イラストのタイルがある。

・ポケモンのマンホールがある。
・町のいたるところにポケット
パークがある。

→楽しんで町を歩くことができる！

ここはちょっと・・・
・獅子踊りの銅像が見つけにくい。
・水車が汚れていた。
・マンホールの種類が少ない。
・オブジェクトとの写真が撮りにくい。
・オブジェクトが若者向けとは言い難いと感
じた。

・水車を定期的に清掃
・マンホールの種類を増やす
・マップの置き場を分かりやすくする、
また、置き場を増やす
・馬のベンチを新しくしてほしい
・写真映えスポットを設置してほしい



活動の成果とまとめ

・インスタグラムを立ち上げるのは難しいと感じた。

・遠野市内を散策してみて、街中に「遠野物語」に関するオブジェクト がある

という遠野の魅力を見つけることができた。

・普段歩いている街だが、よく見てみると、遠野独自の写真スポットになりそう

なところがあると感じた。

・遠野市に観光客を増やすための改善策を話し合うことができた。

・インスタグラムを通じて遠野の魅力を遠野市内の人だけでなく、遠野市外の

人にも伝えることができたらいいと思った。



ご清聴ありがとうございました。


